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（２） モジュールの結合度 

たとえば，モジュール A がモジュール B の内容にアクセスしている場合，モ

ジュール B を変更したら，モジュール A も変更しなければならない。このよう

にあるモジュールを変更したとき，別のモジュールも変更しなければならなく

なることがある。この関係が少ないほど機能変更が簡単になる。この関係を

Myers はモジュールの結合度として定義している。Myers によるモジュールの

結合度を表 5-3 に示す。Myers の定義によれば，結合度が低ければ低いほどモ

ジュールの独立性が高くなるとしている。 

 
なお，結合度についても昨今のオブジェクト指向の考え方により，外部結合

と共通結合を逆転させることもある。 

 
表 5-3 モジュールの結合度 

強度 結合度名 意 味 結合度 独立性

6 内容結合 

（内部結合） 

他モジュールで外部参照していないデータを直

接参照したり，命令の一部を共有。モジュール内

のデータや処理が密に関連しあっている。 

強い 低い 

5 共通結合 共通領域に定義したデータを複数モジュールで

共有。共通領域を変更すると，関連する複数モジ

ュールを変更する必要がある。 

  

4 外部結合 外部宣言したデータを複数のモジュールで共用。

外部宣言を変更すると複数モジュールを変更す

る必要がある。 

  

3 制御結合 呼び出す側のモジュールから呼び出される側の

制御情報をパラメータの形で受け渡す。呼び出さ

れる側の制御内容が変わると呼び出す側も変更

しなければならない。 

  

2 スタンプ結合 共通領域にない構造体をパラメータとして受け

渡す。構造体を変更すると呼び出される側のモジ

ュールも変更しなければならない。 

  

1 データ結合 データのパラメータのみを受け渡す。 弱い 高い 
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プロセス仕様分析では，データフロー図のプロセスにおける処理内容をさら

に具体的に記述する。処理内容の詳細な記述は，本来，プログラム設計やプロ

グラミングにおける作業であり，この時点ではこれらの技法の枠組みを用い，

処理や判定については自然言語を用いることが多い。したがって，本章では例

のみを示す。詳細については第 6 章，第 7 章で説明する。 

 

（１） 自然言語による仕様記述 

この段階の処理内容は，プログラミング言語レベルの記述ではないため，自

然言語で記述しても処理内容を明確にするのに役に立つ。 

 
ただし，制限された自然言語ともいうべき，簡単な記述の枠組みを用意して

記述することで，ある程度，自然言語の持つ冗長性を避けることができる。た

とえば，以下のような基本文型を用いて記述する。 
■ 条件分岐 ： 「もし～ならば，～を行う」 
■ 繰返し ： 「～の間以下を繰り返す」 
■ 選択 ： 「～の値によって，次の～を行う」 

 
なお，プロジェクト内であらかじめ定めた文型であれば，これらの文型にこ

だわる必要はなく，たとえば図 5-4 に示すように問題に応じた文型を用意して

も構わない。 

 
プロセス名：料金投入モードのタイムアウト処理 
  商品出力があったかどうかの検査を行う。 
  もし商品出力があったならば，料金返却モードに遷移する。 
   
プロセス名：料金投入モードの商品指定ボタン Push 処理 
  商品が品切れでないかどうかの検査を行う。 

もし，商品が品切れならば，処理を無視する。 
現投入金額と商品価格との比較を行う。 

  もし現投入金額が商品価格以上ならば，商品出力モードに遷移する。 
  もし現投入金額が商品価格未満ならば，処理を無視する。 
 
（下線部は，この記述の枠組みにおける予約語を示す） 

 
図 5-4 制限された自然言語による処理記述 

プロセス仕様分析 4 
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（２） HIPO 図 

HIPO は，階層的な詳細化によるプロセス仕様の記述方法であり，階層的図

式目次と，入出力データとプロセスの処理内容を IPO（Input Process Output）
図として記述する。 

 
IPO 図では，図 5-5 に示すようにプロセスへの入力を左の欄，出力を右の欄，

処理を中央に記述する。さらに処理と入出力の関係は矢印で表記する。処理部

分は前述の自然言語による処理記述と同様，この段階では，自然言語で記述す

る。 

 
この時点における IPO 図記載では次のような点に留意する。 
① 内部設計段階では，どのような処理が必要であるかを抽出することに主

眼が置かれるので，処理順序を無視して記述する。したがって，図中の

処理部分の番号は，処理順序ではなく単なる処理項目の番号に過ぎない。 
② 各処理は，必ず入力または出力のいずれか，あるいは入出力両方の矢印

で結ばれる。 
③ 条件分岐や繰返しは，項目番号が付けられた処理内に記述する。 

 

入力(Input) 処理(Process) 出力(Output) 

出庫依頼書 

 
 
在庫マスタ 

 
 
入荷確認書 

 
 
出荷確認書 

1. 在庫数と出庫数との比較を行う。 
・ もし在庫数≧出庫数ならば 
・ もし在庫数＜出庫数ならば 

 
 
 
2. 在庫数量＝在庫数量＋出荷数 

 
 
3. 在庫数量＝在庫数量－出荷数 

出庫指示書 

 
在庫不足通知書 

 
発注依頼書 

 
在庫マスタ 

 
 
出荷確認書 

図 5-5 自然言語による IPO 図の記述 
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（３） デシジョンテーブル 

デシジョンテーブルは複雑な条件の組合せを簡潔に記述でき，条件不足や矛

盾を形式的に記述できる処理記述の方法である。 

 
ただし，内部設計段階では，ルール内の条件の Y／N，実行を示す X 以外，

すなわち，条件内容を記述する部分や行動の内容を記述する部分を自然言語で

記述する。 

 
表 5-4 内部設計段階におけるデシジョンテーブルの例 

ルール 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Else 

初期モード Y N N N N N N N N  

料金投入モード N Y N N Y N N N Y  

料金返却モード N N N Y N N N Y N  

商品出力モード N N Y N N Y Y N N  

料金投入あり Y Y Y Y N N N N N  

商品ボタン Push     Y N N N N  

料金≧商品価格     Y      

処理完了      Y Y Y   

料金=商品価格      Y N    

返却ボタン Push     N N N N Y  

料金加算 X X         

料金受取拒否   X X       

料金から商品価格減算       X    

料金の初期設定      X  X   

処理を無視          X 

初期モードに移行      X  X   

料金投入モードに移行 X      X    

商品出力モードに移行     X      

料金返却モードに移行         X  


